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人 口と 面 積( 62. 7. 1)
世 帯229, 590
人 口635, 128
男321, 861
女313, 267

面 積53. 25km2
人口密度11, 927 人/ km2
<目2口( 5日、20日) 発行>

6
3年
4
月
オ
ー
プ
ン

婦

人

会

館

・

梅

田

セ

ン

タ

ー

( 仮 称)

区
で
は
、区
民
の
皆
さ
ん
の
教
養
・
文
化
の
向
上
、
健
康
・
体
力
の
増
進
な
ど
が
身
近
に
で

き
る
よ
う
に
、
各
地
域
に
施
設
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
が
自
立
し
、
主
体
的

に
生
き
て
い
く
た
め
の
生
涯
学
習
の
場
、
交
流
と
活
助
の
拠
点
づ
く
り
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
来
年
4
月
、
婦
人
会
館
・
梅
田
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

婦
人
会
館
・
梅
田
セ
ン
タ
ー

(
仮
称
)
は
、
現
在
、
旧
第
2
庁

舎
跡
地
(
梅
田
7
-
3
3
-
1
)

に

建
設
中
で
す
。
建
物
は
、
地
下
I

階
、
地
上
5
階
。
施
設
内
に
は
、

そ
の
他
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
と
区

民
事
務
所
が
入
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
有
意
義
に
利
用
で

き
る
活
動
の
場
を
目
指
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

施
設
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

□
婦
人
会
館
(
仮
称
)

女
性
の
た
め
の
生
涯
学
習
、
連

帯
や
ふ
れ
あ
い
、
交
流
と
活
動
の

場
と
な
る
施
設
で
す
。

▽
介一
腰
実
習
靈

寝
た
き
り
老
人
の
方
の
、
家

庭
に
お
け
る
介
護
と
看
護
の
方

法
を
等
身
大
の
人
形
を
便
用
し

て
実
習

▽
情
報
資
料
室

婦
人
問
題
関
係
図
書
を
中
心

に

、
図
S
資
料
を
収
集
し
、
区

民
の
方
へ
利
用
提
供

▽
印
刷
室

グ
ル
ー
プ

ー
サ
ー
ク
ル
活
動

紹
介
や
機
関
誌
な
ど
を
発
行
す

る
た
め
の
印
刷
機
材
を
般
置

▽
サ
ー
ク
ル
活
助
室

婦
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
自

主
活
動
を
行
う
と
き
の
、
打
ち

合
せ
、
牽
備
室

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ー
ビ
ュ
ー

囗

-
女
性
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
ブ
の
連
絡
調
整
・

準
備
室

▽
多
目
的
ホ
ー
ル

剳
席
。
女
性
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
一

般
の
方
に
も
貸
出

そ
の
他
に
、料
理
堅
、相
談
室

、

研
修
室
な
ど
を
設
け
ま
す
。

□
消
S

者
セ
ン
タ
ー

千
住
仲
町
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー

が
移
転
す
る
も
の
で
す
。

区
民
の
消
費
生
活
の
安
定
と
向

上
を
図
る
た
め
、
消
費
者
保
護
の

立
場
か
ら
「
聞
く
、
見
る
、
知
る
、

た
め
す
、
考
え
る
」
機
能
を
整
え

ま
す
。

▽
展
示
ホ
ー
ル

暮
し
に
役
立
つ
商
品
知
識
や

苦
哺
相
談
事
例
な
ど
展
示

▽
テ
ス
ト
室

苦
情
商
品
を
は
じ
め

、生
活

用
品
の
品
質
な
ど
の
テ
ス
ト
　

そ
の
他
に
、
相
談
室
を
設
け
ま

す

。

□
梅
田
セ
ン
タ
ー

趣
味
、
健
康
、
体
力
つ
く
り
な

ど
の
場
を
提
肚一
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
助
を
育
て
ま
す

▽
研
修
室

英
会
話
な
ど
様
々
な
教
室
を

開
催
。ま
た
、区
民
の
方
の
会

議
、
打
ち
合
せ
会
な
ど
に
貸
出

▽
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
。
個

人
、
団
体
利
用
に
も
貸
出

□
区
民
事
務
所

関
原
区
民
事
務
所
が
移
転
す
る

も
の
で
す
。

建
物
の
名
前
を

募
集
し
ま
す

こ
の
よ
う
に
婦
人
会
館
・
梅
田

セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
は
多
彩
な
施

設
で
す
が
、
ま
だ
名
前
が
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
に
観
し
み
を
持
っ
て
呼

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
愛
称
を

募
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

区
内
在
住
・
在
勤
者

応
募
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
愛
称
お
よ
び

そ
の
理
由
を
簡
単
に
記
入
。1
　

通
に
つ
き
愛
称
1
つ
に
限
り
ま

す
。

応
募
期
限
8

月
3
1日
消
印
有
効

※
採
用
す
る
愛
称
の
作
者
お
よ
び

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
2
0名
の

方
に
記
念
品
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
杠

会
教
育
部
施
設
係
(
〒
Ⅲ
千
住

―
-
4
1
1
8
　
8
8
2
1
1
1
1
　

㈹
)

婦人会館・梅田センター( 仮称) の
完成予想図

基礎工事も終わりに近づいた

各 階 の 施 設

区
政
の
重
要
課
題

と
ね
り

(
1
)
舎
人
新
線
・
常
磐
新
線
の

導
入
に
つ
い
て

昭
和
6
0年
7
月
1
1
(日
に
、
運

輸
政
策
審
議
会
の
答
申
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
、
区
が
長
い
間
、

要
望
し
て
い
た
舎
人
新
線
、
常

磐
新
線
が
織
り
込
ま
れ
ま
し

た
。答

申
の
内
容
お
よ
び
そ
の
後

の
経
過
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

1

舎
人
新
線

(
1
)
ル
ー
ト

延
長
約
1
0冫
　
で
、
日
暮

里
・
舎
人
間
が
有
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。

(
2
)
建
般
・
運
営

足
立
区
と
東
京
都
、
荒
川

区
の
I
都
2
区
が
中
心
と
な

り
ま
す
。建
設
経
費
は
、約
1

千
億
円
と
見
込
ま
れ
ま
す
。(
3
)

実
現
に
向
け
て
の
経
過
　
6
0

年
度
に
日
暮
里
・
舎
人

間
新
交
通
シ
ス
テ
ム
等
基
礎

調
査
報
告
書
が
作
成
さ
れ
ま

し
た
。

昭
和
6
1年
度
に
は
、
導
入

可
能
性
調
査
が
実
施
さ
れ
、

足
立
区
舎
人
新
線
建
設
資
金

積
立
基
金
条
例
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

6
2年
4
月
に
は
、
交
通
機

関
対
策
室
を
設
置
し
、
舎
人

新
繚
建
設
資
金
の
積
立
は
、

累
計
で
1
1億
円
に
な
り
ま
し

た
。早

け
れ
ば
6
6年
頃
に
将
エ

の
予
定
で
す
。

2

常
略
新
繍

(
1
)
ル
ー
ト

延
長
約
3
8‘罵
で
、
東
京

・
秋
葉
原
・
浅
草
・
北
千
住

か
ら
筑
波
研
究
学
園
都
市
に

抜
け
る
略
線
が
有
力
に
な
っ

て
い
ま
す

。

(
2
)建
般
・
運
営

東
東
都
・
埼
玉
県
・
千
葉

県
・
茨
城
県
の
4

都
県
が
中

心
と
な
り
ま
す
。
建
設
経
費

は
、
約
4
千
5
0
0億
円
と
見
込

ま
れ
ま
す

。

(
3
)実
現
に
向
け
て
の
経
過
　
6
2

年
4
月
に

、4
都
県
と
J
R

東
日
本
等
を
含
め
た

、

第
3
セ
ク
タ
ー
の
設
立
が
き

ま
り
ま
し
た
。

A
本
庁
舎
・
企
画
課
V

わく わく
WAKUWAKU ふるさと さいはっけん

区民まつり あだち´ 87 10
月
3
日

4 日
● 都市農業公園
● 島糀屋公園他区

民
まつ
りマ
ス
コッ
ト

Mr.
チャッ
プ
ン
音
頭
募
集
!

区
尺
ま
つ
り
実
行
委
貝
会

は
、
楽
し
い
お
ま
つ
り
に
す

る
た
め
、
M
r
・
チ
ャ
マ
ブ
ン

音
頭
を
作
り
ま
す
。
そ
こ
で

皆
さ
ん
か
ら
、
チ
ャ
ッ
プ
ン

音
頭
の
作
爵
を
募
集
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

へ
過
去
ふ
り
か
え
る
、
現

石
い
き
い
き
か
・
疋
る
、
未
来

さ
か
え
る
、
ス
テ
キ
な
か
え

る
、
M
r
'
チ
ャ
ッ
プ
ン
》
を

い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
音
頭

に
し
ま
し
ょ
う
ノ
ど
し
ど
し

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

内
卑

歇
爵
―
～
3
番

応
募
方
法

郵
送
で
、
歌
詩

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
記

入
応
募
期
限
8

月
2
0
日
(
当

日
消
印
有
効
)

峯
入
選
作
品
は
本
人
あ
て
に

通
知
し
、
賞
品
を
お
渡
し
し

ま
す
。
ま
た
、
著
作
権
は
、

実
行
委
貝
会
に
帰
属
し

、

亡
募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
。

郵
送
お
よ
び
問
合
せ
先

区
民
ま
つ
り
実
行
委
貝
会
　
　

(
〒
1
2
0
中
央
本
町
I
J
1
7
　

I
I
中
央
本
町
庁
舎
・
　

地
域
振
興
-
課
内
　
跏
5
　

1
7
3
)
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まちづくりは、あなたが主役
安全で快適な庄みよいまちをつくるため、区では
「まちづくり推進要綱」を制定しています。
いま、あなたのまちでも「まちづくり推進要綱」
にそった、新しいまちづくりが、みなさんの協力と
努力で轆 と々進んでいます。まちづくり推進委員や、
まちつくりカウンセラーが、みなさんの身近な相談
役として、活動を始めており、このたび改選されま
した。
改選後のまちづくり推進委員、カウンセラー( 表
参照) も、まちづくりについて専門的な知識を持つ
経験豊富な方 で々構成されています。
・もっと土地を有効に使いたいが1 人では………。
・不燃の建物にしたいが1 人では………。
・住宅地としてのイメージをよくしたいが………。
・もっと活気ある商店街にしたいが………。
などなど。まちづくり推進委員、カウンセラーに相
談してみませんか。
申込・問合せ先 本庁舎・まちづくり課推進係 　
882- 1111 ㈹

沿
道
整
備
計
画

原
案
の
縦
覧

環
状
7
号
線
西
新
井
～
西
新
井

栄
町
地
区
の
遭
路
沿
い
の
沿
道
環

境
整
備
の
促
進
を
図
る
た
め
、区

で
は
、
沿
道
整
備
計
画
の
原
案
を

決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は
、
意
見
s
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

沿
遭
肇
備
計
圃
原
案
決
定
地
区
　

環
状
7
号
線
西
新
#
1
西
新
井
　

栄
町
地
区
(
東
武
伊
勢
崎
線
～
　

放
射
1
1号
線
)

※
両
側
お
お
む
ね
3
0
　
の
区
域

縦
賈
期
間
8
月
7
日
～
2
1
日

意
見
s
提
出
期
間
8

月
7
日
1
　

晉
縦
覧
・
意
見
s
の
提
出
場
所
・
問

合
せ
先

本
庁
舎
・
都
市
計
画
課

8
8
2
1
1
1
1㈹

8
月
1
日
か
ら
改
正
国
土
法
の
施
行

土
地
取
引
規
制
に
関
す
る

届
出
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

大
都
市
地
域
等
に
お
け
る
著
し

い
地
価
の
高
騰
を
抑
制
す
る
た
め

の
対
策
と
し
て

、
国
は
、
国
土
利

用
計
画
法
の
改
正
作
業
を
す
す
め

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
そ
の

改
正
が
さ
れ
、
都
条
例
は
廃
止
に

な
り
ま
し
た
。
主
な
改
正
点
は
次

の
と
お
り
で
す
。

□
国
土
法
の
主
な
改
正
点

(
1
)知
事
は
、
地
価
が
急
激
に
上

昇
し
、
ま
た
は
上
昇
す
る
恐
れ

が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
適

正
・
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確

保
が
困
難
な
区
域
を
、
監
視
区

壊
と
し
て
指
定
で
き
る
と
と
も

に
、当
該
区
域
の
状
況
に
応
じ
、

土
地
取
引
に
係
る
届
出
対
象
面

積
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き

る(
2
)知
事
は
、
監
視
区
域
内
で
の

土
地
取
引
状
況
等
を
把
握
す
る

た
め
の
調
査
を
行
い

、
必
要
に

応
じ
、
法
の
対
象
と
な
ら
な
い

取
り
引
き
に
つ
い
て

、
売
買
契

約
等
の
事
項
の
報
告
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る

□
新
し
い
届
出
対
象
面
積

都
と
区
で
は
、
8
月
1
日
か
ら

、

右
表
の
区
分
に
よ
り
監
視
区
域
お

よ
び
届
出
対
象
面
積
を
決
め
、
届

出
に
関
し
、
価
格
お
よ
び
利
用
目

的
の
両
面
か
ら
審
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
届
出
を
必
要
と
す

る
土
地
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
、区
長
へ
届
出
く
だ
さ
い
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
都
市
計
画

係

　
靦
1
1
1
1

㈹

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

8
月
1
日
か
ら
適
用
区
域
の
追
加

4
月
1
日
か
ら
建
築
物
の
制
限

に
関
す
る
条
例
が

施
行
さ
れ
、
S
道
4

号
線
の
一
部
の

沿
道
が
適
用
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
、
8
月
I

日
か
ら
環
状
7
号
線
の
一
部
の
沿

遭
が
さ
ら
に
適
用
に
な
り
ま
し
た
(

左
図
参
照
)
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
建
築
課
　

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

● まちづくりカウンセラー

みんなと一緒にまちづくり

―まちづくり概略図―

● まちづくり推進委員

東京都足立区に係る沿道整備計画の区域内における
建築物の制限に関する条例

間口率とは、敷地の道路に接
する部分の長さ( A) に対する、
建勧の道路に接する部分の長
さ( B) の比率のことです。こ
の 比率( B/ A) が7/ 10 以上な
くてはなりません。

く
ら
し
の

情

報

福

祉

心
障
者
扶
養
年
金

制
度
の
改
正

東
京
都
心
身
障
害
扶
養
年
金

制
度
は
、
障
害
者
の
保
護
者
が

毎
月
一
定
の
掛
金
を
都
に
払
い

込
み
、
保
護
者
に
万
一
の
こ
と

が
あ
っ
た
時
に
、
残
さ
れ
た
障

害
者
に
毎
月
年
金
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。こ
の
制
度
が
7
月
1

日
か
ら
、
加
入
資
格
等
の
内

容
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

(太
字
部
分
が
改
正
点
)

□
加
入
資
格

八
障
客
者
の
状
態
▽
(
1
)
身

体
障
害
者
手
帳
1
～
4
級
(
2
)

愛
の
手
帳
1
～
4
度
(
3
)
精
神

病
者
(
4
)脳
性
マ
ヒ
、
自
閉
症

ま
た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症

右
記
(
1
)
～
(
4
)
に
該
当
す
る
障

害
者
の
保
護
者
で
、
次
の
条
件

に
あ
て
は
ま
る
方

(
1
)
都
内
に
住
所
が
あ
る

(
2
)
年
齢
が
6
5歳
未
満
で
あ
る
(
3
)

東
京
都
規
則
で
定
め
る
疾
病

の
状
態
に
な
い

※
(
2
)
・
(
3
)
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
方
は
、
特
約
付
加
制
度
に
も

加
入
で
き
ま
す
。

□
年
金
等
の
給
付

加
入
者
が
。死
亡
ま
た
は
身

体
お
よ
び
精
神
の
機
能
を
著
し

く
喪
失
し
た
状
態
と
な
っ
た

時
、
障
害
者
の
生
存
中
毎
月
3

万
円
を
支
給
し
ま
す
。

障
害
者
が
死
亡
し
た
と
き

は
、一
時
金
3
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

な
お
、
特
約
付
加
制
度
に
加

入
さ
れ
た
方
は
、
年
金
ま
た
は

一
時
金
に
1
万
円
が
付
加
さ
れ
4

万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
現
在
加
入
中
の
方
で
も
。
特

約
付
加
制
度
に
加
入
で
き
ま

す
。

□
掛
金
の
払
い
込
み

保
護
者
の
加
入
時
、
ま
た
は

特
約
付
加
時
の
年
齢
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

掛
金
は
右
表
の
通
り
で
す
。

掛
金
は
加
入
か
ら
、
2
0年
間

納
め
ま
す
と
、
そ
の
後
は
免
除

さ
れ
ま
す
。

生
活
保
護
受
給
、
ま
た
は
住

民
税
が
非
課
税
、
均
等
創
り
の

み
等
の
保
護
者
に
は
減
免
が
あ

り
ま
す
。
(特
約
掛
金
に
は

、減

免
が
あ
り
ま
せ
ん
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

障
害
福
祉
係

・
l駮
1
1
1
　
1

㈹
心
障
者
福
祉
手
当

等
の
定
時
払
い

8
月
は
、
福
祉
手
当
の
支
給

月
で
す
。

次
の
と
お
り
支
払
わ
れ
ま
す

の
で
、
支
払
日
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▽
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
、
経
過
的
福
祉
手
当

(
国
制
度
)
…
8
月
1
0日
頃

▽
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
、
難

病
患
者
福
祉
手
当
・
:
8
月
2
5日

頃
な
お
、
各
手
当
の
受
給
者
の

方
は
支
給
日
に
な
り
ま
し
た
ら

直
接
指
定
金
融
機
関
に
預
金
通

帳
と
印
か
ん
を
持
参
し
、
支
払

い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
支
払
い
通
知
書
(
(
ガ
キ
)

は
送
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福

祉
係

　
眤
1
1
1
1
㈹

心
身
障
害
児
を

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

招

待

区
内
の
心
身
障
害
児
の
皆
さ

ん
を
、
バ
ス
で
「
む
さ
し
の
村
」

へ
ご
招
待
し
ま
す
。

日
程
8

月
1
8日

対
象

区
内
在
住
の
知
恵
遅
れ

の
児
童
(
1
8
歳
未
満
)
と
保

護
者

申
込
期
限
8

月
H
日

申
込
先

足
立
区
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
連
合
会
(
台

　
靦

1
8
6
3
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
橸

祉
課

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

愛
の
手
帳
お
よ
び

身
体
障
害
者
手
帳

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
に

は
、
次
の
よ
う
な
手
帳
が
交
付

さ
れ
ま
す

。

こ
れ
ら
の
手
帳
は
、
施
設
の

入
・
通
所
、
手
当
の
申
請
、
仕

亊
の
相
談
等
の
手
続
き
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
愛
の
手
帳

精
神
蓆
弱
者
(
児
)
が
援
護

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
帳

と
し
て

、
東
京
都
が
発
行
し
、

各
福
祉
事
務
所
の
精
神
薄
弱
者

福
祉
司
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
次
の
と
こ
ろ
へ
直
接

申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。A
1
8

歳
未
満
V

都
・
足
立
児

童
相
談
所

　
8
5
4
1
1
8
1
A
1
8

歳
以
上
V

都
・
心
身
陣

害
者
福
祉
セ
ン
タ
1

　
匐

□
身
体
一

害
者
手
帳

身
体
障
害
者
(
児
)
が
援
霞
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
国
制
度

に
よ
る
手
帳
で
す
。

手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
と
、

必
要
に
応
じ
て
補
聴
器
、
車
い

す
な
ど
の
禰
装
具
、
日
常
生
活

用
貝
等
の
給
付
を
受
け
ら
れ
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
各
福
祉
事
務

所
の
身
体
障
害
者
福
祉
担
当
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

口
座
振
替
方
法

の

変

更

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振

替
し
て
い
る
方
の
納
付
方
法

が
、6
2
年
4
月
か
ら
変
わ
り
ま

し
た
の
で

、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

今
ま
で

、3
ヵ
月
分
ま
と
め

て
口
座
か
ら
振
り
替
え
て
い
ま

し
た
が

、4
月
か
ら
は
、当
月
分

を
翌
月
の
1
5日
に
振
り
替
え
る

毎
月
払
い
の
方
法
に
変
わ
り
ま

し
た

。

な
お

、
振
習
済
み
の
お
知
ら

せ
は
、
今
ま
で
同
様
3
ヵ
月
分

ま
と
め
て
お
送
り
し
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

紀
録
係

　
8
8
0
5
1
5
1

老
齢
福
祉
年
金

8
月
は
支
払
い
月

老
齢
福
祉
年
金
は
、8
月
1
1

日
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、改
定
差
額
分
の
特

別
証
書
も
、定
時
届
S
に
同
封

し
て
郵
送
し
ま
す
。

郵
便
局
で
年
金
を
受
け
る
と

き
は
、
必
ず
年
金
証
S
(
緑
色

の
手
帳
)
と
特
別
証
S
を
一
緒

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

給
付
係

　
膕
5
1
6
1
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TOKYO
東
京
2
3
区

作
文
・
論
文
コ
ン
ク

ール

お
待
ち
し
て
ま
す
あ
な
た
の
力
作
東京23区

今
、
東
京
は
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

国
際
化
や
高
度
情
報
化
が
よ
り

進
む
こ
と
に
よ
り
、
東
京
は
世
界

的
な
都
市
と
な
る
一
方
、
人
口
の

高
齢
化
や
生
活
様
式
の
多
様
化
な

ど
に
よ
り
、
東
京
を
生
活
の
場
、

文
化
の
場
と
し
て
見
な
お
す
勳
き

も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
今
、

東
京
2
3区
は
、
都
と
協
力
し
て
、

特
別
区
制
度
の
改
革
を
国
に
働
き

か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
は
特
別
区
制
度
施
行
4
0周

气

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
か
ら
作

文
、
論
又
を
募
集
し
、
皆
さ
ん
と

と
も
に
東
京
2
3区
は
、こ
れ
か
ら

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

対
象
2
3
区
に
在
住
・
在
学
・
在

勤
の
方

内
容

次
の
テ
ー
マ
か
ら
一
つ
選

択

▽
2
1世
紀
の
東
京
と
特
別

区
の
自
治

▽
特
別
区
制
4
0周
年
と
特
別
区

の
将
来

申
込
方
法

▽
4
0
0字
詰
原
稿
用
紙

1
0枚
以
内

▽
住
所
、氏
名
、年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記

▽
作

品
は
自
作
、
禾
発
表
の
も
の
に

限
る

▽
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん

入
選
発
表

▽
優
秀
賞
・
:
1
点

(
賞
状
、
副
賞
2
0万
円
)
、
佳
作

・
:
数
点
(
賞
状
、
副
賞
5
万
円
)
　

▽
入
選
は
審
査
委
員
会
で
決

定
、1
0月
頃
本
人
あ
て
通
知
、

1
1月
の
広
報
紙
上
で
公
表

▽

入
選
作
の
著
作
権
は
主
催
者
に

帰
属
す
る

▽
応
募
者
全
員
に

記
念
品
贈
呈

申
込
期
限
9

月
5
日
消
印
有
効

柬
別
途
、
中
学
生
の
部
も
募
集
し

て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
企

画
課
(
〒
1
2
0千
住
1
-
4
-
1
8
　
　

　
8
8
2
-
1
1
1
㈹
)

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
干 住 保 健 所 　888 ・427ア
江 北 保 健 相 談 所 　896- 400411;
和 保 健 相 談 所 　606- 4171　
央本 町保 健 相談所 　880- 5351

育てよう
足立のみどり

苗木の団体配布

足
立
区
を

。み
ど
り
豊
か
な
ま

ち
‘
に
す
る
た
め
に
、
区
で
は
、

次
の
と
お
り
苗
木
の
団
体
配
布
を

行
い
ま
す
。

今
回
は
、
足
立
区
が
都
か
ら
緑

化
地
区
と
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
都
の
苗
木
と
、
区
が
農
家
に
委

託
し
、
育
て
た
苗
木
を
配
布
し
ま

す
。
な
お

、個
人
配
布
に
つ
い
て

は
、
別
途

「
あ
だ
ち
広
報

」
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す

。

苗
木
の
種
類
と
配
布
本
数

左
表

1
・
2
の
と
お
り
(
配
布
時
の

大
き
さ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
)

対
象

区
内
の
町
会
、
自
治
会
等

各
種
団
体
(
た
だ
し
、
宗
教
、

政
治
団
体
は
除
く
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
団
体
名
、

代
表
者
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

希
望
の
樹
種
お
よ
び
本
数
を
明

記
の
こ
と
(
樹
種
、
本
数
に
つ

い
て
は

、
全
て
の
希
望
に
そ
い

か
ね
る
場
合
が
あ
り
ま
す
)

申
込
期
限
8

月
2
5日
消
印
有
効

※
配
布
日
程
は

、1
1‥月
中
・
下
旬

頃
。
申
し
込
み
の
方
へ

、
別
途
連

絡
し
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑

化
係
(

〒
1
2
0千
住
1
-
1
4
1
8
　
　

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

表1 都・緑化地区指定用苗木表2 区内の農家に委託
し て 育 て た 苗 木

豪本数については、総本数
15, 0《X)本の中で、団体と個人に分ける予定です。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

車
社
会
の
身
だ
し
な
み

8
月
1
日
1
3
1
日
は
、
東
京
都

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
運
助
の

期
間
で
す
。

こ
の
運
助
の
目
的
は
、
広
く
都

・
区
民
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

効
果
の
啓
発
お
よ
び
正
し
い
着
用

の
普
及
、
徹
底
を
す
す
め
る
こ
と

に
よ
り
、
交
通
事
故
の
防
止
、
軽

減
を
図
る
こ
と
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
は
、

義
務
化
に
伴
い
飛
躍
的
に
向
上
し

ま
し
た
が
。都
内
の
実
態
か
ら
は
、

次
の
よ
う
な
着
用
効
果
へ
の
認
識

不
足
も
見
ら
れ
ま
す
。

▽
ス
ト
ッ
パ
ー
と
い
う
「
た
る
ま

せ
器
具
」
を
用
い
る
な
ど
、
形

式
的
な
着
用
が
増
加
し
て
い
る

▽
上
半
期
に
お
け
る
四
輪
車
乗
車

中
の
死
亡
事
故
(
3
5
人
)
中
、

2
0人
は
非
着
用

▽
特
に

、
夜
間
に
非
着
用
傾
向
か

目
立
ち

、
非
着
用
者
死
亡
事
故

の
7
5
%
は

、
夜
間
に
発
生
し
て

い
る

▽
死
亡
事
故
中
、
着
用
し
て
い
た

ら
助
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の

が
多
い

自
動
車
運
転
者
は
次
の
3
点
を

励
行
し
ま
し
ょ
う
。

▽
自
動
車
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
安
全
効
果
を

認
識
し

、
正
し
く
着
用
す
る

▽
子
供
に
は
、『
年
少
者
用
補
助
乗

車
装
置
』
を
使
用
す
る
よ
う
努

め
る

八
区
・
交
通
安
全
対
策
課
、

千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
警
察
署
▽

ミ

ル

ク

を

さ
し
あ
げ
ま
す

区
で
は
、
妊
産
婦
お
よ
び
低
体

重
の
乳
児
に
対
し
て
、
母
子
栄
養

食
品
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象

生
活
保
護
世
帯
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
、
所
得
税
非
課
税

世
帯
の
い
ず
れ
か
の
世
帯
に
羈

す
る
妊
婦
・
産
婦
・
低
体
璽
の

乳
児

支
給
期
間

妊
婦
は
妊
娠
5
ヵ
月

目
か
ら
6
ヵ
月
間
、
産
婦
は
出

産
月
の
翌
月
か
ら
3
ヵ
月
間
、

乳
児
は
表
3
の
体
重
表
以
下
で

生
後
4
ヵ
月
目
か
ら
9
ヵ
月
間

支
給
品
目

牛
乳
1
日
1
本
(
剳

5

ま
た
は
粉
ミ
ル
ク
ー
カ
月

―
缶
(
千
鵬
呵
)

※
た
だ
し
、
申
讀
日
の
翌
月
か
ら

支
給
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

所
得
証
明
書
類
(
保

護
の
し
お
り
、
非
課
税
証
明
書

等
)
、
母
子
手
帳
、
印
か
ん
を
持

参
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保

健
予
防
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

表3 乳児体重表

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
0
)

大
正
1
5年
の
全
国
水
平
社
第
5

回
大
会
で
は
、
労
働
者
な
ど

と
力
を
合
わ
せ
て
運
動
を
進
め

る
方
針
が
う
ち
だ
さ
れ
。
地
域

に
よ
っ
て
は
水
平
社
と
労
働
組

合
、
農
民
組
合
と
が
手
を
結
ん

だ
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
水
平
社
が
創
立
さ

れ
た
当
初
は
、
大
会
の
決
議
第

一
項
に
も
あ
っ
た
差
別
者
に
対

す
る
糾
弾
を
中
心
に
運
動
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

軍
隊
に
お
け
る
差
別
の
糾
弾

も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の

例
と
し
て
、
福
岡
連
隊
の
差
別

事
件
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

大
正
1
5年
、
福
岡
連
隊
内
で

差
別
事
件
が
お
き
ま
し
た
。

水
平
社
の
抗
議
に
よ
り
、
連

歟
や
将
校
へ
の
講
習
会
を
閧
く

約
束
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
約

束
は
守
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
水
平
社
は
、
福

岡
連
隊
へ
の
入
隊
拒
否
や
差
別

を
や
め
さ
せ
る
た
め
の
署
名
運

動
な
ど
を
広
く
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
8

年
に
裁
判
所

差
別
事
件
が
お
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
香
川
県
の
同
和
地

区
の
青
年
が
、
同
和
地
区
外
の

女
性
と
知
り
合
い
。
結
婚
を
約

東
し
て
同
棲
し
た
と
こ
ろ
、
女

性
の
父
親
が
「
だ
ま
さ
れ
て
誘

拐
さ
れ
た
」
と
高
松
警
察
署
に

訴
え
た
事
件
で
す
。

高
松
地
方
裁
判
所
は
、「
部
落

民
は
、
結
婚
に
さ
い
し
て
自
分

の
身
分
を
相
手
に
知
ら
さ
ず
結

婚
す
る
の
は
犯
罪
で
あ
る
」
と

し
て
、
同
和
地
区
の
青
年
を
有

罪
に
し
ま
し
た
。

法
制
上
、
す
で
に
廃
止
さ
れ

て
い
る
封
建
的
身
分
を
法
的
に

認
め
、
無
実
の
青
年
の
人
権
を

じ
ゅ
う
ひ
ん
し
た
悪
質
な
裁
判

と
し
て
、
全
国
の
同
和
地
区
の

人
び
と
を
憤
激
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
に
対
し
て
全
国
水

平
杠
は
、
同
和
地
区
ご
と
に
糾

弾
闘
争
委
員
会
を
つ
く
り
、
全

国
的
な
活
動
へ
と
も
り
あ
げ
て

い
き
ま
し
た
。

O
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和
対

策
担
当
へ
。

こ
ど
も

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
手
当
を
受
け
る

場
合
は
、
ご
自
身
で
申
請
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
し
な
い
限
り
、
こ

の
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

□
児
童
扶
養
手
当

1
8歳
未
満
(
中
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
は
2
0歳
末
禹
)

で
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ

る
児
童▽

父
母
が
離
婚

▽
父
親

が
死
亡

▽
父
観
が
生
死
不

明

▽
父
親
に
1
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る

▽
父
観
が

法
令
に
よ
り
1

年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る

▽
父
親
が
い

な
い
(
母
親
が
婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
出
産
し
た
児
童
で
、

父
親
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な

い
)

▽
父
親
が
重
度
の
障

害
(
身
体
障
害
者
手
帳
1
・

2
級
程
度
が
該
当
)

支
給
制
限

次
に
該
当
す
る
方

に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
所
得
が
制
限
額
以
上
の

方

▽
父
ま
た
は
母
の
死
亡

等
に
よ
り
公
的
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方

▽
児
童
が
施

設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

手
当
月
額

▽
児
童
1
人
・・
'全
額
支
給

3
万
3
千
9
0
0円
、
一
部
支
給

制
限
2
万
2
千
7
0
0円

▽
2
　

人
目
は
5
千
円
、
3
人
目
以

降
は
2
千
円
加
算

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

2
0歳
未
満
で
、
心
身
に
重
度

お
よ
び
中
度
の
障
害
を
有
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童

▽
精
神
薄
弱
で
、
愛
の
手
　

帳
1～
3
度
程
度
▽
身
体
　

障
害
で
身
体
障
害
者
手
帳
I
　

～
3
級
程
度

支
給
制
限

次
に
該
当
す
る
方

に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

▽
所
得
が
限
度
額
以
上
の
方

▽
障
害
を
理
由
と
す
る
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方

▽

児
童
が
施
設
に
入
所
の
場
合

手
当
月
額

▽
重
度
・
:
4
万
1

千
1
0
0円

▽
中
度
・・・
2
万
7

千
椢
円

□
受
給
中
の
方
へ

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
現
在
受
け
て
い
る

方
は
、
8
月
1
1一日
か
ら
9

月
1
0

日
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
混
碓
を
避
け
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
送
る
「
お
知
ら
せ
」
の

指
定
日
ま
で
に
、
な
る
べ
く
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
現
況
届
を
提
出

し
ま
せ
ん
と
、
以
後
の
手
当
の

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助

成
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

下
水
道

水

洗

化

が

可
能
に
な
り
ま
し
た

こ
の
た
び
、
次
の
地
域
の
水

洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、
3

年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

都
・
下
水
道
祕
小

菅
支
所

　
覦
8
8
2
2
、

区
・
中
央
本
町
庁
舎
・
助
成

係

　
8
8
0
5
2
0
8

お
しらせ

計
量
器
定
期
検
査
の

事
前
調
査

営
業
や
、
証
明
用
に
(
カ
リ

を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
毎
年

定
期
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

検
査
対
象
の
方
に
は
、
区
か

ら
調
査
書
を
送
り
ま
す
。

ま
た
新
た
に
(
カ
リ
を
使
用

し
て
営
業
を
開
始
し
た
方
は
、
8

月
2
0日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

指
導
育
成
係

　
8
8
0
5
1
9

8月 の

安 売りデ ー
青
果
物
…
8
月
1
9凵
(水
)

做
ぼ
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

魚
…
…
…
8
月
2
1
H
(令
)

t
Hい
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
《
主

催
》

足立区青果安売り
デー協議会/ 閥東
水産物商業協同組
合西新井支部・予
住支部
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募

集

・

催

し

も

の

講
演
会足立の土豪たち
郷 土 博 物 館

鎌
倉
～
室
町
時
代
の
足
立
の
様

子
や
、
武
士
た
ち
の
営
み
に
思
い

を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

3
月
講
演
会
に
引
き
続
き
、「
足

立
の
土
豪
た
ち
(
そ
の
2
・
3
)
」

の
講
演
を
行
い
ま
す
。

日
時
8

月
3
0日
・
9
月
6
日
、

午
後
2
時
～
4
時

講
師

杉
山
賻
氏
(
駒
沢
大
学
教

授
・
当
館
館
長
)

定
員
1
0
0
名
(
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
(
連
絡

先
)
、「
講
演
会
受
講
希
望
」と
明

記
(
(
ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
1

名
)

申
込
期
限
8

月
1
0日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

翹
土
博
物
館

(
〒
1
2
0大
谷
田
5
-
2
0
-
l
　

　
讎
9
3
9
3
)

か
み

す
き
紙漉
体験
教室

牛
乳
等
の
紙
パ
ッ
ク
容
器
を
材

料
に
、
簡
単
に
で
き
る
紙
攬
き
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
足
立
の
地

堤
産
業
だ
っ
た
薦
き
返
し
紙
の
展

示
説
明
も
行
い
ま
す
。

日
時
8

月
2
2日

、2
3日

い
ず

れ
も
午
後
1
時
3
0分
か
ら

対
象

小
学
5
年
生
以
上

費
用

無
料
(
材
料
の
紙
パ
ッ
ク

は
持
参
)

定
員

各
回
と
も
2
0名
(
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
(
連
絡

先
)
、参
加
希
望
日

、「
紙
蓖
体
験

教
室
参
加
希
望

」
と
明
記
(
(
　

ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
1

名
)

申
込
期
限
8

月
1
4日
(

必
柵
)

申
込
・
問
合
せ
先

郷
土
博
物
館

(
〒
閇一
大
谷
田
5
1
2
0
-
I
　

　
a
9
3
9
3
)

郷
土
芸
能
観
賞
会

か
ば
ら

蒲
原
ば
や
し

江
戸
の
情
緒
を
伝
え
る
祭
ぱ
や

し
。
伝
統
あ
る
蒲
原
ば
や
し
を
行

い
ま
す
。
お
祭
り
シ
ー
ズ
ン
の
今

ぜ
ひ
、
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

日
時
8

月
9
日
(
日
)
、午
後
2
　

時
・
3
時
開
演
(
2
回
)

場
所

郷
土
博
物
館

出
演

蒲
原
ぱ
や
し
保
存
会

問
合
せ
先

郷
土
博
物
館

　
膳

求
む
!
!
多
世
代
の

地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

区
内
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
お
よ
び

ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
関
心
の
あ
る
方

に
、
多
様
化
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
知

職
と
技
術
を
絛
耨
し
て
い
た
だ

き
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す

。

日
程
9

月
1

日
I
3

月
2
4
日

(全
2
4回
)

場
所

中
央
本
町
体
育
館

内
容

下
表
の
と
お
り

対
象
1
8

歳
以
上
の
区
内
在
住
・

在
勤
の
方

定
員

川
名
(

申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

S
用

無
料
(

教
材
費
は
実
費
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名

、
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
を
記
入

申
込
期
限
8

月
2
2日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
・
体
　

青
課
ス
ポ
ー
ツ
大
学
担
当
(
〒
　

1
2
0
千
住
1
-
4
-
1
8
　
8
8
2
1
　

1
1
1
㈹
)

区民スポーツ大学

昭和62年度区民スポーツ大学日程( 時間は、午後6時30分～8時30分)

花
畑
セ
ン
タ
ー

秋
の
婦
人
教
室

□
陶
芸
教
室

日
時
9
月
1
日
・
2
2
日
、1
0
月
6
　

日
・
2
0
日
行
月
1
0
日
い
ず
れ
　

も
、午
前
9
時
3
0
分
～
正
午

定
員
2
0

名

賓
用
6
0
0
円
(
5

回
分
材
料
費
)

□
轢
工
芸
教
室

日
時
9

月
1
0日
・
2
4日
、1
0月

8
日
・
2
9日

、H
月
5
日

い

ず
れ
も
午
前
9
時
～
正
午

槧
用
3

千
円
(
5
回
分
材
料
費
)

定
S
2
0

名

□
料
理
教
室

日
時
9

月
い
‥日
・
2
5日
、1
0月

9
日
・
3
0日

、1
1‥月
6
日

い

ず
れ
も
午
後
2
時
I
4

時
3
0分

定
員
3
0

名

宍
用
2

千
沺
円
(
5

回
分
材
科

費
)

□
親
子
体
操
教
室
(
3

・
4
歳
児

と
母
親
)

日
時
9

月
1
2日
I
H

月
2
8日
の

毎
土
曜
日
(
全
1
0回
)
、
午
前
1
0
　

時
3
0分
～
1
1
時
3
0分

定
S
3
0

組
(
抽
選
)

一
用

無
料

A
対
象
V

い
ず
れ
の
教
室
も
区

内
在
住
・
在
勤
の
婦
人
で
全
日

程
参
加
で
き
る
方

A
申
込
方
法
V

往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

希
望
す
る
教
室
名
(

―
教
室
に

1
人
1
枚
に
限
る
)
を
記
入
A

申
込
期
限
V
8

月
1
0日
(
当

日
消
印
有
効
)

A
申
込
・
問
合
せ
先
V

花
畑
セ

ン
タ
ー
(

〒
1
2
1花
畑
4
エ
m
-
　
1
3

　
8
5
0
2
6
1
7
)

東
部
セ
ン
タ
ー

親子ステ
ッ
ク手芸
教室

木
を
は
り
合
わ
せ
て
、
エ
ン
ピ

ツ
立
て
や
鉢
カ
バ
ー
な
ど
を
作
り

ま
す
。

日
時
8

月
1
9日
(
水
)
、
午
後
1
　

時
～
4
時

対
象

区
内
在
住
の
観
子
(
お
と

な
の
み
の
参
加
も
可
)

費
用

瞋
円
程
度
(
1
作
品
)

定
員
3
0
組
(
6
0人
)
先
着
順

申
込
方
法

窓
口
ま
た
は
電
話

受
付
闘
始
8

月
6
日

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー

　
莇
7
1
0
1

見 学 し て み ま せ ん か

中 川
処理場

9
月
1
0日
は
「
全
国
下
水
道
促

進
デ
よ

で
す
。
下
水
が
き
れ
い

な
水
に
生
ま
れ
変
わ
る
様
子
を
、

勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
バ
ス
で
ご
案

内
し
ま
す
。(無
料
)

日
時
・
集
合
場
所
9

月
6
日
　
(

日
)
、午
後
1
時

北
千
佳
駅

西
口

定
員
8
0
名
(
先
着
順
)

申
込
力
法

電
話
予
約

受
付
開
始
8

月
6
日

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
土
木
部
計
画
調
整
課

凶
5
2
2
1

区内施設めぐり
足立区観光協会主催

区
内
の
公
共
施
設
、
名
所
を
バ

ス
で
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
集
合
場
所
8

月
2
1
日

(
金
)
、
午
前
8
時
2
0分

本
庁

舎

♀

庄
)
前

見
学
先

郷
土
博
物
館
、
花
畑
記

念
庭
園
、
見
沼
代
観
水
公
『
　

都
市
農
業
公
園
、
西
新
井
大
師

ほ
か

R
用

▽
観
光
協
会
会
貝
・・・
千
迦

円

▽
会
員
以
外
・
:
2
千
円

(い
ず
れ
も
昼
食
付
)

※
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

定
S
8
0
名
(
先
着
順
)

申
込
方
法

電
話
予
約

受
付
開
始
8

月
6
日

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
観
光

協
会
事
務
局
(
中
央
本
町
庁
舎

・
経
済
課
内
)

　
讎
5
1
9
　
-

Sound 　i n
Summer´ 87

夏
の青

年
音
楽
祭

夏
の
日
の
午
後
、ロ
ッ
ク
の
リ

ズ
ム
で
畧
さ
を
ふ
き
と
ば
し
ま
せ

ん
か
。お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
8

月
1
6日
(日
)
、
午
前
H
　

時
3
0分
開
場

正
午
開
演

会
堝

竹
の
吸
社
会
教
育
館

出
演

区
内
音
楽
サ
ー
ク
ル
(
口

ッ
ク
バ
ン
ド
中
心
)

入
場
料

無
料

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
青
少
年
係

靦
1
1
1
1
㈹

少
年
鼓
笛
啄

情
熱
あ
ふ
れ
る

指
導
者
募
集

指
滴
日
時

毎
週
土
曜
日
、
午
後

2
時
～
4
時

指
導
堤
所

千
住
地
区
の
学
校

指
導
対
象
小
学
4
～
6
年
生

募
集
人
a

若
干
名

謝
礼

月
額
1
万
6
千
円

応
募
資
格

鼓
笛
指
導
の
で
き
る

方
申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
8

月
3
1日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
青

少
年
係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

区民水泳
大会は

中止します

8
月
9
日
(
日
)
に
予
定
し
て

い
た
第
4
0回
区
民
水
泳
競
技
大
会

は
、
渇
水
の
た
め
中
止
に
な
り
ま

し
た
。
本
年
度
は
開
催
い
た
し
ま

せ
ん
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体
育
縢
　

　
駮
1
1
1
1
㈹

カ
ッ
パ
の
バ
ッ
ジ

発
売
中

販
売
価
格

▽
単
品
…
朋
円

▽
5
色
セ
ッ
ト
・・・
鶤
円

販
売
場
所

本
庁
舎
・
広
報

課
、
情
報
公
開

課
お
よ
び
中
央

本
町
庁
舎
・
情

報
公
開
課
分
室

問
合
せ
先

本
庁

舎
・
広
報
課
　

　
8
8
2
1
1
1
1
　

㈹

ひ

ろ
ば

※
先一
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

開
通
前

の
高
速
道
路
を
走
ろ
う
/
9

月
6

日
(
日
)
、午
前
8

時
3
0分
、
都

市
農
業
公
園
集
合
/
扇
大
橋
-

加
賀
ラ
ン
プ
間
1
5冫
　
/
ぼ
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
1
6歳
以

上
で
1
5
'
E　
を
2
時
間
以
内
で

走
れ
る
方
/
窈
名
(
先
着
順
)
/

千
円
/

往
復
(

ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
/
8

月
2
0日
必
着
/
▽

高
見
沢
勝
良
(
〒
1
2
1南
花
畑
5
-
9
1
7

琵
5
6
2
0
)

☆
足
立
偲
曲
連
盟
3
5周
年
紀
念

大
会
8

月
9
日
百
)
、
午
前
9

時
3
0分
か
ら
/
竹
の
壤
社
会

教
育
館
/

無
料
/
▽
戸
枝
　
8
8
2

=
募
集
=

☆
お
母
さ
ん
の
手
が
き
染
教
室
9

月
か
ら
毎
月
第
1
・
3
木
曜

日
、
午
前
1
0時
～
正
午
/
綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
/
月
額
2
千
円
(
材

料
費
含
む
)
/
先
一
順
2
0名
/

▽
中
村
　
6
0
6
5
0
1
3

☆
ポ
ニ
ー
乗
罵
ク
ラ
ブ

毎
週

水
・
土
曜
日
、
午
後
3
時
～
5

時
/
綾
瀬
6
丁
目
周
辺
/
小
学
2

年
生
以
上
/
無
料
/
(
ガ
キ

に
住
所
、氏
名
、年
齢
、一
話

番
号
を
明
記
/
▽
馬
場
光
則

(〒
ほ
綾
瀬
6
-
4
1
2
3　
讎
4
5
9
5
)

☆
中
国
語
会
話
教
室

毎
週
火

躍
日
午
後
7
時
～
9
時
/
常
柬

地
域
集
会
所
/
月
額
3
千
円
/

▽
前
澤
　
8
8
1
3
8
1
4

☆
映
画
を
梧
る
会

毎
月
第
1

金
曜
日

、
午
後
6
時
3
0分
～
9

時
/
中
央
本
町
社
会
教
育
館
/

月
額
千
円
/

▽
井
上
　
8
5
8
4
8

☆
ひ
な
た
ぽ
っ
こ

幼
児
を
い

ろ
い
ろ
な
公
園
で
毎
月
思
い
き

り
遊
ば
せ
ま
せ
ん
か
/
保
護
者

交
代
制
/
月
額
3
千
枷
円
(
交

通
費
、
入
園
料
、
託
児
保
険
料

な
ど
)
/

万
福
田
　
8
9
9
0
3
8
1

☆
油
絵
教
室
毎
週
水
曜
日
、

午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
/

江
北
セ
ン
タ
ー
/
月
額
2
千
円
2
0

歳
以
上
の
方
/
▽
堀
内
　
8
9
9

☆
軽
音
楽
ク
ラ
ブ

毎
週
水
曜

日
、
午
後
6
時
～
9
時
/
梅
島

小
学
校
/
月
額
2
千
円
/
▽
僑

本
　
8
8
6
8
8
9
6

掲
示
板

□
悪
徳
業
者
に
浄
化
槽
が
ね
ら

わ
れ
て
い
ま
す
1
済
掃
局
か
ら

の
お
知
ら
せ

履
近
、
浄
化
槽
の
点
倹
と
称

し
て
正
常
な
浄
化
槽
の
修
理
を

し
た
り
、
消
毒
剤
を
売
り
つ
け

る
な
ど
多
額
の
金
銭
を
請
求
す

る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

都
の
登
録
業
者
は
、
都
知
事

発
行
の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

鴻
掃
局
浄
化
施
設

課

　
2
1
2
5
1
1
1

□
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

中
学
校
卒
業
と
同
等
の
資
格

が
寿
ら
れ
る
認
定
試
験
で
す
。

対
象

病
気
な
ど
や
む
を
寿
な

い
理
由
で
、就
学
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
方
等
で
義
務

教
育
を
修
了
で
き
な
か
っ
た

方
試
験
日

い‥月
6
日
(
金
)

試
験
場

新
宿
区
立
教
育
セ
ン

タ
ー

賦
験
科
目

国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
气

外
国
語
(
英
語

ま
た
は
ド
イ
ツ
語

、
フ
ラ
ン

ス
語
)

顏
s

受
付
期
間
8

月
1
0日
I
　
9

月
9
日

願
書
受
付
場
所

都
・
教
育
庁

義
務
敬
育
心
身
障
書
教
育
課

問
合
せ
先

鄒
・
教
育
庁
義
務

教
育
心
身
障
害
教
育
課
小
中

学
校
係
　
2
1
2
5
1
1
1
、
ま

た
は
、
区
・
敵
育
委
員
会
学

事
第
一
係
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

□
足
立
新
田
高
校
公
開
講
座
　

▽
第
1

回
…
8

月
2
2
日

(
土
)
、
ミ
ク
ロ
の
世
界
　

▽
第
2

回
…
8

月
2
9
日

(
土
)
、身
の
ま
わ
り
の
科

学
▽
第
3

回
・
:
8
月
3
0
日

(
日
)
、
血
液
の
科
学

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
峻
2
　
　

時
～
5
時
。

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
希
望
講
座
名

(
い
く
つ
で
も
可
)
を
明
記

申
込
期
限

希
望
講
座
日
の
1
　

週
間
前
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足
立

新
田
高
校
・
公
開
講
座
担
当

(
〒
1
2
3新
田
2
-
1
0
-
1
6

9
1
4
4
2
1
1
)

□
税
に
間
す
る
高
校
生
の
作
文

募
集

応
募
規
定
1

人
―
編
、
3
千

宇
以
内
、
末
尾
に
住
所
、
氏

名
、性
別
、高
校
名
、学
年
、学

校
の
所
在
地
を
記
入

応
募
方
法

郵
送
(
9

月
5
日

必
轡
)

応
募
・
問
合
せ
先

足
立
税
務

醫
(
〒
a
千
住
旭
町
4
-
2
1
　

　
膕
6
2
4
1
)

、西
新
井
税

筋
齧
(
〒
圀
栗
原
3
-
1
0
-
　
1
6

　
叫
―
-
1
1
)

お
忘
れ
な
く
!
8
月
は

個
人
一

集
税
第
1
期
分
の

納
期
で
す
。

Λ
足
立
都
税
事
務
所
V

□
ご
協
力
く
だ
さ
い

毎
月
助
労
統
計
調
査
特
別
調
査

都
で
は
、
小
規
模
事
業
所
で

働
く
方
々
の
労
働
調
査
を
行
い

ま
す

。
飼
査
員
が
8
月
中
に
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

。

問
合
せ
先

都
・
総
筋
局
人
口

統
計
課

　
2
1
2
5
1
1
1

T. A. S. To231, 000


